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The electron is excited, when the silicon wafer is irradiated with laser beam, and the 
photoinduced current is generated. Metal sphere was contacted in the silicon wafer each other, 
and the lubricating oil were held in the interval. The film thickness of lubricating oil was 
evaluated by photoinduced current value which flowed there. 

In this paper, liquid crystal was used as lubricating oil. In the nematic phase of 5CB, the 
graph of the current value showed the characteristic shape which rose in the step. This 
phenomenon shows that the molecular layer of liquid crystal in the real contact point does not 
change for hours. We observed that the nematic liquid crystal had a stable molecular layer 
film. 
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１．緒言 

機械部品を考えるとき，摺動部や回転部など摩擦

の関与する部分は多く，潤滑は高性能化，高精度化，

長寿命化のために非常に重要な分野である．そのな

かで事故，故障の原因とされるのは，焼付き，摩耗

等の真実接触点における境界潤滑の挙動によるもの

である．近年，固体間に挿まれた数分子層の潤滑液

の挙動が研究されており，長鎖状分子からなる液体

は固体間の接触面において分子層膜を作ることが報

告されている．この分子層膜は整数倍で安定とされ，

その物性の計測，シミュレーションなどが行われて

いる．例えば，半円筒形のレンズに潤滑油を挿み，

間隔を変えながら光の透過率を測定する方法により，

透過率が量子的に変化する様子が報告されている 1)． 

 

本研究では，固体間の真実接触面に挿まれた潤滑

液の評価に，半導体内に生じる光誘起電流を利用し

た測定方法を用いた．光誘起電流とは半導体にレー

ザー光など，バンドギャップ以上のエネルギーの光

を照射すると，価電子帯の電子が伝導帯に励起され

キャリアが発生し，それが半導体内を移動すること

によって発生する電流である．そこにベアリング等

の金属導電体を接触させた場合，ナノアンペアのオ

ーダーの光誘起電流が最近接触部を通じて流れるこ

とから，その電流値を測定し接触状態の評価に用い

た 2)． 

第 1報ではアルカン炭化水素のn-デカンを潤滑液

とし，真実接触面に挿まれた分子層膜が時間軸に沿

って破断と形成を繰り返す様子が観察可能であるこ

とを報告した．また脂肪酸（ステアリン酸）を0.5wt%
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